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国立成育医療研究センターと MICIN 臨床研究開始 

医療的ケア児の体調管理や 

介護者や医療者間の情報共有を支援するアプリの開発に向けて 
 

国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区、理事長：五十嵐 隆）と株式会社

MICIN（本社：東京都千代田区、以下「MICIN」）は、このたび、医療的ケア児のケアを行う保護者

等を対象にした、子どもの体調を介護者や医療者へ情報共有するためのアプリケーション（以下

「本アプリ」）に関する探索臨床研究を開始しました。 

 

医療的ケア児とは、たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な子どもの事で、

医学の進歩・高度な医療施設の整備が進んだことなどにより、増加傾向にあり、全国で約２万人

と推計されています。医療的ケア児の保護者・介護者は、子どもの健康状態を、見た目や様々な

バイタルサインの変化から総合的に判断しています。医療的ケア児は、病態によりいつもの状態

が個人によって異なるため、常に子どもに接していないと保護者・介護者は判断が難しく、在宅

環境の中では介護者が医療的ケア児の健康状態を的確に把握できるか不安になったり、主な介

護者であることが多い母親に負担が集中したりする傾向があります。 

 

国立成育医療研究センターと MICIN は、これまで内閣府の戦略的イノベーション創造プログ

ラム（SIP）「AI（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療システム」事業において、医療的ケア

児の保護者へのアンケート調査およびインタビューを通じて、保護者の日常生活の負担を低減

する手法を検討し、解決策の一つとして MICIN が開発した治療生活支援アプリ「MedBridge (メド

ブリッジ)」をベースに、新たに本アプリを共同で開発しました。医療的ケア児の保護者が、子ども

の日常の健康状態をアプリに入力します。普段の健康状態と違いがある場合には、保護者に注

意喚起されます。さらに、この情報が患児の主治医にも共有されます。本アプリには、連絡帳を

介して保護者が医療者と相談する機能も搭載されています。探索臨床研究として、1月より、ユー

ザビリティ評価を実施し、保護者・介護者と子どもを預かる施設の双方で、質問内容などの入力

時の問題、情報交換する際の問題点の有無についての検討をはじめます。 

      

保護者・介護者が本アプリを的確に操作でき、心理的・身体的負担の軽減につながれば、ケ

アの経験の少ない他のご家族の方や介護職にも本アプリを使用することで患児のケアに参画し

てもらうことが可能となります。更に、家庭外の場所で使用することで、医療的ケア児を預かる施

設等を社会に広げることにも寄与すると考えられます。 

 

 

■国立成育医療研究センターについて 

病院と研究所が一体となり、健全な次世代を育成するための医療と研究を推進することを理念と

しています。国立成育医療研究センター病院は、日本で最大規模の小児・周産期・産科・母性

医療を専門とする病院です（病床数：490 床、外来（一日平均）約 1000 名）。胎児にはじまり、新

生児、乳児、幼児、学童、思春期、大人へと成長・発達し、次の世代を育む過程を、総合的かつ

継続的に診る医療＝「成育医療」を行っています。また、病因・病態の解明や克服のための研究

を行うとともに、健全な次世代を育むための社会の在り方について提言しています。 

 

News Release 



 

■株式会社 MICIN について 

株式会社 MICIN は、「すべての人が、納得して生きて、最期を迎えられる世界を。」をビジョンに

かかげ、医療機関や薬局向けにオンライン診療サービス、オンライン服薬指導サービス等の提

供や、医薬品の臨床開発向けのデジタルソリューション事業、診療・患者生活を支援するデジタ

ルセラピューティクス事業、保険事業などを展開しています。 

 

 

 

【特記事項】 

本研究は内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「AI（人工知能）ホスピタルによる高

度診断・治療システム」プロジェクトの支援を受けて行われました。 

 

 

 

 

＜報道関係問い合わせ先＞ 

国立成育医療研究センター 

広報担当：村上・近藤 

電話：03-3416-0181 

E-mail：koho@ncchd.go.jp 

 

 

株式会社 MICIN 

広報担当：篠原 

電話：080-7133-8289 

E-mail：pr@micin.jp 
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